
平
成
三
十
一
年
二
月
六
日
提
出

質

問

第

二

四

号

介
護
現
場
が
活
用
し
や
す
く
介
護
人
材
確
保
に
資
す
る
処
遇
改
善
の
実
現
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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介
護
現
場
が
活
用
し
や
す
く
介
護
人
材
確
保
に
資
す
る
処
遇
改
善
の
実
現
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
九
年
十
月
実
施
の
平
成
三
十
一
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
七
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
は
、
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ
く
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
と
し
て
国
費
二
百
十
億
円
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
が
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
六
日
に
公
表
し
た

「
二
〇
一
九
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
審
議
報
告
」
（
以
下
、
審
議
報
告
と
い
う
。
）
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
二
〇
一
七
年
十
二
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
「
五
�
介
護
人
材
の
処

遇
改
善
」
で
、
「
他
の
介
護
職
員
な
ど
の
処
遇
改
善
に
こ
の
処
遇
改
善
の
収
入
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
運
用
を

認
め
る
こ
と
を
前
提
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
け
る
勤
続
年
数
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
月
額
平
均
八
万
円

相
当
の
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
を
算
定
根
拠
に
、
公
費
千
億
円
程
度
を
投
じ
、
処
遇
改
善
を
行
う
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

来
年
十
月
か
ら
の
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
に
関
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
判
断
で
、
介
護
職
員
全
員
の
処
遇
改
善

を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。
さ
ら
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
判
断
で
、
介
護
職
員
と
事
務
職
員
全
員
の
処
遇
改
善
を

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

一



二

一
に
つ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
判
断
で
介
護
職
員
全
員
、
も
し
く
は
介
護
職
員
と
事
務
職
員
の
全
員
の
処
遇
改

善
を
行
う
場
合
に
、
「
勤
続
年
数
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
月
額
平
均
八
万
円
相
当
の
処
遇
改
善
」
の
う
ち
、
勤

続
年
数
が
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
の
処
遇
改
善
に
、
最
低
、
何
割
程
度
を
回
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
準
は
あ
り
ま
す

か
。

三

勤
続
年
数
が
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
が
い
な
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、
今
回
の
処
遇
改
善
の
対
象
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

四

介
護
報
酬
は
、
人
件
費
・
物
件
費
等
を
勘
案
し
て
い
る
が
、
地
域
ご
と
の
人
件
費
の
地
域
差
を
調
整
す
る
た
め
、
地
域
区

分
が
設
定
さ
れ
、
地
域
別
・
人
件
費
割
合
別
（
サ
ー
ビ
ス
別
）
に
一
単
位
当
た
り
の
単
価
を
割
増
し
て
い
る
と
の
考
え
方
に

基
づ
い
て
、
全
国
が
七
つ
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
人
件
費
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
処
遇
改
善
で

は
、
全
国
一
律
に
年
収
四
百
四
十
万
円
も
し
く
は
月
額
八
万
円
の
賃
金
改
善
を
一
名
以
上
と
い
う
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
従
来
の
考
え
方
と
矛
盾
し
ま
せ
ん
か
。
整
合
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
考
え
方
を
示
し
て
下
さ
い
。

五

勤
続
年
数
が
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
が
一
名
し
か
い
な
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
場
合
、
他
の
介
護
職
員
や
事
務
職

員
等
の
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
場
合
で
す
か
。

二



六

勤
続
年
数
が
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
が
二
名
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
場
合
、
そ
の
う
ち
一
名
の
介
護
福
祉
士
に

つ
い
て
は
、
年
収
四
百
四
十
万
円
も
し
く
は
月
額
八
万
円
の
賃
金
改
善
を
行
う
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
る
と
、
他
の
介
護
職
員

や
事
務
職
員
等
の
処
遇
改
善
を
行
う
場
合
に
は
、
も
う
一
名
の
勤
続
年
数
が
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
の
処
遇
改
善
を
抑
え

て
、
そ
の
分
を
他
の
介
護
職
員
や
事
務
職
員
等
の
処
遇
改
善
に
回
す
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

七

六
の
通
り
と
す
る
と
、
二
名
の
勤
続
年
数
が
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
の
処
遇
改
善
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

八

全
国
の
、
勤
続
年
数
が
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
の
人
数
別
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
数
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
分
布
を

踏
ま
え
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
内
で
生
ず
る
処
遇
改
善
の
格
差
へ
の
懸
念
に
対
す
る
見
解
を
示
し
て
下
さ
い
。

九

今
回
の
処
遇
改
善
で
は
、
「
月
額
八
万
円
の
処
遇
改
善
と
な
る
者
又
は
処
遇
改
善
後
の
賃
金
が
、
役
職
者
を
除
く
全
産
業

平
均
賃
金
（
年
収
四
百
四
十
万
円
）
以
上
と
な
る
者
を
設
定
・
確
保
す
る
こ
と
。
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
考
え
方

は
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う
な
場
で
、
い
つ
か
ら
提
起
さ
れ
、
議
論
さ
れ
ま
し
た

か
。

右
質
問
す
る
。

三


